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2008年岩手・宮城内陸地震の地震断層系の特徴

Characteristics of earthquake fault system of the 2008 Iwate-Miyagi Nairiku Earthquake
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　 2008年岩手・宮城内陸地震（Ｍ j7.2）では、震源域東側に（西から）板川林道地震断層列、餅転－ハノ木立地震断層
列、および若神子地点の短縮変形が出現し、震源域西側の栗駒山頂付近に逆断層と正断層が出現した（土井ほか，2009）。
餅転－ハノ木立地震断層列は、北北東－南南西方向に約 8km連なる短い逆断層の列で、特に注目されてきた（遠田ほか，
2008；石山ほか，2008など多数）。この地震断層列中のハノ木立と岡山の断層は活断層であり（鈴木ほか，2008；吉見
ほか，2008）、佐藤ほか（2008）により「餅転－細倉構造帯」（片山・梅沢，1958）北部の地質断層（正断層）が応力場
の反転により逆断層化したものとされている。しかし、岩手・宮城内陸地震で生じた地震断層（列）群は、その一部が
取り出されて検討されるのではなく、地震断層系として全体が理解される必要がある。岩手・宮城内陸地震の地震断層
系は、岩手・秋田両県を結ぶ国道 342号線沿いにおいて、次の特徴が認められる。

（１）震源域東側では、東西約 6km幅（板川林道地震断層列から若神子地点までの幅）で震源域に平行する北北東－
南南西方向の地帯が、地震時に短縮変形の場となった。この地帯では多数の短い逆断層と撓曲が形成され、一部でそれ
らが線状に配列して断層列をなしている。

（２）板川林道地震断層列は、破砕帯をともない北北西へ 60～65°傾斜する逆断層の変位により生じた。本地震断層
列は、地震時に 1～2m以上隆起した奥羽脊梁山脈（福島ほか，2008）の東縁に位置することから、震源断層の地表延長
上にあると考えられる。反射法地震探査の結果（東京大学地震研究所ほか，2008）は、本地震断層列が、余震をともな
う震源断層から地表にむかってのびる変位量の大きい断層上にあることを示した。

（３）震源域西側の栗駒山頂付近に出現した南東傾斜の逆断層は、栗駒山山体に生じた地震時の地殻変動（福島ほか，
2008）から予想される断層の性状と方位がともに一致し、震源域東側の地震断層群に対して共役関係にあると考えられ
る。

（４）栗駒山頂の南～南東山腹（標高 1,500m付近）に出現し、前記（３）の逆断層の上盤側に生じた正断層は、既存
の正断層崖の一部が再変位したもので、断層変位量が栗駒山付近の地震時沈降量（福島ほか，2008）とほぼ等しい。既
存の正断層崖は今回と同規模の内陸地震で形成されたと推定される。
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